
学校番号 ２０７ 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新詳地理Ｂ  （帝国書院） 

副教材等 新詳高等地図 (帝国書院) 新詳地理資料 complete (帝国書院) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

今日の世界はグローバル化、ＩＴ利用が進み、地球の裏側でも一瞬で通信・連絡ができるようにな

りました。また、それに伴って次々と新しい産業が生まれています。その中で、君たちが生きる日

本という場所が日本の中で、また世界の中でどのような位置にあるのかを知ることは大切です。ま

た、気候や地理的特徴を学ぶことで、その国の産業や暮らしを理解することができるようになりま

す。この１年、人々の生活の基盤には地理的条件が深く関わっているということを、体感してもら

えれば幸いです。 

 

２ 学習の到達目標 

グローバル社会のなか、日本及び世界の国々の自然・歴史・人々の生活を学ぶことにより、違いを

理解し世界への認識を深める。また、出来事の根底にある背景や、地理的特徴を考えることができ

るようになる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

地理的諸事象，ないし

は現代世界の諸地域

や諸課題に興味・関心

を抱き，それらを自分

自身の生活との関わ

りから積極的に位置

づけ，結びつけること

ができる。 

地図化する過程を通

じて地理的諸事象を

さまざまな角度から

分析・考察・解釈し，

そこから地理的概念

や規則性（地理的見

方・考え方）を見いだ

すことができる。ま

た、地図からその地形

の特徴を見つけるこ

とができる。 

地理学習に必要とさ

れるさまざまな資料

を収集し，それらを

的確に取捨選択し，

調査・分析すること

ができる。また、地

図化したことを，論

理的に分析・解釈す

ることで，レポート

やノートに適切にま

とめることができ

る。  

地理的諸事象や現代

世界の諸地域の特

色，諸地域で起こっ

ている諸課題につい

てさまざまな角度か

ら理解を深めること

ができる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

グループワークへの

取り組み 

探究活動の記録、発表 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

グループワークの発

表・記録 

探求活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価方

法 a b c d 

１
学
期 

第Ⅰ部  さまざ

まな地図と地理

的技能 

1 章 地理情報

と地図 

１節 現代世界

の地図 

○ ○  ○ a: 現代世界の地図について，さまざま

な時代や現代のさまざまな地図の読図，

地理情報の地図化などの活動を通して，

現代世界の地図を適切に読み解く力を

身につけ、それを意欲的に利用し，地理

的特徴を捉えようとしている。 

b: 現代世界の地図について，各時代の

人々の世界観，GPSや GISなど現代の地

図や交通案内図など身近な地図の有用

性を考察し，その過程や結果を適切に表

現している。 

d: 世界地図における各時代の人々の世

界観の変化や GPSや GISなど現代の地図

のしくみと有用性を理解し，その利用法

を考えている。 

学習状況

の観察 

ノートやワ

ークシート

の記述 

グループ

ワ ー ク で

の活動 

探求活動

の記録 、

発表 

定期考査 

２節 地図の種

類とその利用 

１ 、 地 球 儀 と

様々な地図 

２、時差の求め

方 

○  ○ ○ a: 地図の種類とその利用について，地

球儀を活用して，様々な地図の長所・短

所を理解することができるようになる。

さらに現代の地図の長所、短所を考察す

ることができるようになる。 

c: 地球儀の活用法やさまざまな図法に

関する諸資料を適切に収集し，収集した

資料から，有用な情報を適切に選択し，

これを基に，球体としての地球やこれを

表現した地図，時差について読み取った

り図表などにまとめたりしている。 

d: 地球の球体としての特徴とこれを地

図に表現した場合の長所短所，時差の計

算法を理解し，その知識を身につけてい

る。 

学習状況

の観察 

ノートやワ

ークシート

の記述 

グループ

ワ ー ク で

の活動 

探求活動

の記録 、

発表 

定期考査 

3 節 地理情報

の地図化 

 ○ ○  b: 地理情報を統計地図化するにあた

り，どのような表現方法を用いれば適切

な地図が作れるかを考察し，その過程や

結果を適切に表現している。 

c: 地理情報に関するデータなどの諸資

料を適切に収集し，収集した資料から，

有用な情報を適切に選択し，これを基

に，適切な統計地図に表現している。 

学習状況

の観察 

ノートやワ

ークシート

の記述 

グループ

ワ ー ク で

の活動 



☆調査の視点と

資料収集 

１、地形図の利

用 

  ○ ○ c:地形図の読図を地図記号などの知識

や地形図の読み取りのルールに従って

できる。 

d: 地形図や空中写真の読図方法を理解

し，その知識を身につけている。 

探求活動

の記録 、

発表 

定期考査 

第Ⅱ部 現代世

界の系統地理

的考察 

1章 自然環境 

1 節 世界の地

形 

１、世界の大地

形 

２、外的営力に

よってつくられ

る小地形 

３、その他の地

形 

○ ○  ○ a: 世界の地形について，大きな視点か

らさまざまな大地形，小地形，その他の

地形があることの考察を基に，災害と恩

恵など生活との関係性と課題意識を高

め，それを意欲的に追究し，捉えようと

している。 

b: 世界の地形について，内的営力，外

的営力といった営力的な視点で分類し，

大地形，小地形，その他の地形を系統地

理的に捉える視点や考察方法を基に，人

間生活との関わりなどを多面的・多角的

に考察し，その過程や結果を適切に表現

している。 

d: 世界の大地形，小地形，その他の地

形について，系統地理的に捉える視点や

考察方法，人間生活との関わりなどを理

解し，その知識を身につけている。 

学習状況

の観察 

ノートやワ

ークシート

の記述 

グループ

ワ ー ク で

の活動 

探求活動

の記録 、

発表 

定期考査 

２
学
期 

 2 節 世界の気

候 

１、気候の成り

立ち 

２、世界の気候

区分 

３、植生と土壌 

○ ○ ○ ○ a：世界の気候について，気候要素と気

候因子の関係と、さらにその根底にある

樹林の分布図の関係を理解することで，

各気候区の特徴や農業など人間生活へ

の影響に対する課題意識を高める。さら

に，それを意欲的に追究し，捉えようと

している。 

b：世界の気候について，気温，風，降

水といった気候要素と緯度，水陸分布な

どの気候因子の関係から，気候の成り立

ちを系統地理的に捉える。さらに各気候

区の分布や農業など人間生活への影響

を多面的・多角的に考察し、気候と生活

の関係を深く理解する。 

c：世界の気候と人間生活への影響に関

するデータや写真などの諸資料を適切

に収集し，収集した資料から，有用な情

報を適切に選択し，これを基に，世界の

気候の特徴と農業など人間生活への影

響について読み取ったり図表などにま

とめたりしている。 

d：世界の気候の成因，各気候区の特徴

について，系統地理的に捉える視点や考

察方法，人間生活への影響などを理解

し，その知識を身につけている。 

学習状況

の観察 

ノートやワ

ークシート

の記述 

グループ

ワーク 

探求活動

の記録 、

発表 

定期考査 

 



３
学
期 

 3 節 日本の自

然の特徴と人々

の生活 

１、日本の地形 

２、日本の気候 

３、日本の自然

災害と防災 

○ ○   a：日本の自然の特徴と人々の生活につ

いて，日本の地形や気候が世界と比較し

て特異な点を見つける。また自然災害の

も特徴的であることの考察を基に，防災

のあり方に対する課題意識を高め，それ

を意欲的に追究し，捉えようとしてい

る。 

b：日本の自然の特徴と人々の生活につ

いて，プレート境界に位置し内的営力に

よって形成された地形の特徴や大陸東

岸に位置する島弧という気候の特徴か

ら，日本の自然を系統地理的に捉える視

点や考察方法を基に，自然災害の特徴や

これに対する防災のあり方を多面的・多

角的に考察し，その過程や結果を適切に

表現している。 

学習状況

の観察 

ノートやワ

ークシート

の記述 

グループ

ワーク 

探求活動

の記録 、

発表 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


